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Abstract
This paper has examined what senior high school teachers should know about teaching how to listen and how they
should do it. How they should teach listening is not described in the Course of Study for Senior High Schools. It is just
described that one of the contents of a subject Communication English I is understanding information, ideas, etc., and
grasping the outline and the main points by listening to introductions to specified topics, dialogues, etc. And also, in
order for the language activities to be effective, the following should be considered for instruction: drawing students'
attention to such phonetic features as rhythm and intonation, and to the speed and loudness of connected speech when
listening to or speaking in English.
However, how to teach listening as well as what is listening is not explained in detail, and what is worse, not any ex-
amples of how to teach listening are not given in the Course of Study. And listening activities are not conducted in
many classrooms of senior high schools.
The authors are going to explore the difficulties of both listening and teaching listening, referring to several course
books of English teaching in this paper, and in the next paper, which will be published next year, they are going to sur-
vey senior high school teachers on actual situations of teaching listening in their classrooms and to clarify good listen-
























ングなどもある. リピーティングは, 音声を聞き, ポー
ズを置いて意味を理解しながら, 繰り返し発音する学習


























































pp.16-21) には, 指導上の配慮事項として ｢リズムやイ
ントネーションなどの英語の音声的な特徴, 話す速度,
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声の大きさなどに注意しながら聞いたり話したりするこ
と｣ (コミュニケーション英語 I), ｢英語の音声的な特
徴や内容の展開などに注意しながら聞いたり話したりす
ること｣ (コミュンケーション英語 II) とある. また,
学習指導要領には, 聞く, 話す, 読む, 書くの 4技能を
統合的に指導し, 総合的に育成することも示されている.



























2.1. 塩澤利雄他 『新英語科教育の展開』 (2005, pp.71-
72) におけるリスニングの定義
｢『聞くこと』 とは何か？｣ の項で, リスニングについ
て定義されている.





る ｢リスニング｣ が対象になり, その中心になるの
は ｢聴解｣ (listening comprehension) である.
さらに, ｢ 『聞くこと』 の過程｣ の項でも, リスニン
グの定義がされている.
｢聞くこと｣ ＝ ｢聴解｣ ＝ ｢リスニング｣ は, ｢連
続する音の流れを聞いて, そこに含まれるメッセー
ジを理解すること｣ で, その延長線上にある ｢反応｣
には言葉によるものと心的･肉体的反応がある. ｢聞


























































活動であり, 音声を正しく聞き取る活動の hearing と
は区別している.
2.4. 岡秀夫他 『英語教育研修プログラム対応 ｢英語授

















2.5. 冨田かおる他 『英語教育学大系第 9 巻 リスニン
グとスピーキングの理論と実践―効果的な授業を目
指して―』 (2011, pp.76-78) におけるリスニングの
定義












が普通であり, そのため, ただ ｢聞く｣ だけではそ
の音声言語を ｢捉える｣ ことができないからである.
たとえば外国語としての英語のリスニングにおい
て, ｢音声を聞く｣ ための基礎的な活動は, まず





段階 (｢意味化｣) の 2つに分けて考える必要がある.







る｣ ことを意味するが, ただ ｢聞く｣ だけではその音声





























土屋 (2009, pp.81-85) では, リスニングの困難点を
5 つに分類している. (1) 音声の識別ができない (2)
語彙と文法力が不足している (3) スピードについて行
けない (4) 話題についての背景的知識が不足している























































本に住んでいる限り, 英語はあくまでも ｢外国語｣ で
































て比較すると, 土屋 (2009) の (1) と JACET (2000)
の (1) は, 同じことを述べている. 困難点 (2) 語彙と
文法力が不足している, については, 土屋 (2009) の
(2) と JACET (2000) の (1) が一致している. 困難
点 (3) スピードについて行けない, については, 土屋
(2009) の (3) と JACET (2000) の (5) (6) が一致
している. 困難点 (4) 話題についての背景的知識が不
足している, については, 土屋 (2009) の (4) と
JACET (2000) の (4) と一致している. 困難点 (5)
音声言語には様々な変種があり, その多様性に対応でき
ない, については, JACET (2000) では述べられてい
ない. 逆に, JACET (2000) の (2) 受けてきた英語教












は, 情報を短時間保持する記憶で, 1 秒から数秒という
非常に短いワーキングメモリーと言われている. 一般に
成人における短期記憶の容量は, Miller (1956, pp.81-
97) によると, 7±2 (5 から 9 まで) 程度と言われてい
る. 7±2 という数は, まとまりのある意味のかたまり




河野 (1980, pp.12-15) によると, 中学生・高校生の
場合, もっとも聞き取りやすい聴解の単位は 2～5 ない
し 6語程度の意味的にまとまりのある句であるとし, 堀
内 (1974) では高校 1 年生について, 1 文の長さが 5語



















































『高等学校学習指導要領』 (2009, p.116) で指導上の
配慮事項として ｢英語の授業は英語で行うこと｣ が基本
とされ, 20015 年の文部科学省の調査によれば授業で英




する, などの教室英語, あるいは多くても Teacher
Talk や Small Talk 程度である. Teacher Talk や
Small Talk についても毎回の授業で行っているわけで
はない. これはリスニングの指導がどういうものである
かという認知の問題でもある. McCaughey (2010) の












例えば, 衛星放送, 二カ国語放送, 海外のラジオ放送,






pp.13-16) によれば, コミュニケーション英語 I のリス
ニングに関する目標は ｢事物に関する紹介や対話などを
聞いて, 情報や考えなどを理解したり, 概要や要点を捉
えたりする｣ こととあり, 指導上の配慮事項として ｢リ
ズムやイントネーションなどの英語の音声的な特徴, 話
す速度, 声の大きさなどに注意しながら聞いたり話した






























『高等学校学習指導要領』 (2009, p.110) では, ｢コミュ
ニケーション英語Ⅰ｣ での学習に円滑に移行できる力を
養うために設定された ｢コミュニケーション英語基礎｣
について, ｢中学校学習指導要領第 2 章第 9 節の第 2 の
2 の (1) に示す言語活動を参照しつつ, 適切な言語活
動を英語で行う｣ こととしている. 中学校では 『学習指
導要領解説外国語編』 (2008, pp.10-12) において, ｢聞
くこと｣ について次のように指導するよう求めている.









また, 学習指導要領の ｢言語材料｣ の項目では, 語と






















単に CD やテープの反復だけでは不十分であり, 何ら
かのストラテジーを適用して, 聞き取り練習をすること
が大切である.
Wilson (2008, p.34) によると, ストラテジーを 3
つに分類している. Cognitive strategies, Metacogni-
tive strategies, Socio-affective strategies である.
Cognitive strategies とは, 即時のタスクを完成するた
めに使う方略のことである. 例えば, 内容を予測するた
めにリスニングの前にトピックを見つけ出すものである.
Metacognitive strategies とは, 一般的に学習と関連し,
しばしば長期間にわたるメリットがある方略のことであ
る. 例えば, 自分のリスニング力を高めるために一週間














JACET (2000, pp.6-9) は, リスニングストラテジー
を日本人英語学習者用に作成している. 要点を示すと,
第 1 段階が語彙･文法などの基礎学力 (Fundamental
Knowledge), 第 2 段階が音声聞き取りの方略 (Strate-
gies for Perception), 第 3 段階が内容理解の方略
(Strategies for Comprehension), 第 4 段階がタスク,
リスニングテストなどの方略 (Strategies for Task
Oriented Situations) である.
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